
令和3年（2021年）熱海市伊豆山土石流災害

災害の概要
令和3（2021）年7月に，梅雨前線に向かって暖かく湿った空気が次々と流れ込み，東海地方から関

東地方南部を中心に記録的な大雨となりました。熱海市の伊豆山地区では，逢初川の源頭部で発生した
崩壊が土石流となって海まで流下し，多くの家屋が被害に遭いました。

地理院地図で見る災害発生箇所

災害発生地の地形条件
この地域は開析された火山斜面で，全体に急
傾斜です。上図によると，がけ崩れ・地すべ
りが発生しやすい斜面（①②③）と，土石流
の土砂がくり返し堆積したきた谷間の斜面
（④）から成り立っていることがわかります。

土砂災害は何が
きっかけとなって
起こったのかな。

火山土地条件図「箱根山」の一部に崩壊地等を重ねた図  （地理院地図を3D表現）

崩壊地等の凡例

地山・土砂が見えて
いる範囲①

②③

④

（地理院地図を3D表現）

https://maps.gsi.go.jp/#15/35.115942/139.078717/&base=pale&ls=pale%7Cvlcd_hakone%7C20210705oame_atami_houkaichi3&blend=1&disp=111&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m
https://maps.gsi.go.jp/index_3d.html?z=15&lat=35.11592432844018&lon=139.0787172317505&pxsize=2048&ls=pale%7Cvlcd_hakone%7C20210705oame_atami_houkaichi3&blend=1#&cpx=6.586&cpy=-17.741&cpz=22.213&cux=0.078&cuy=0.048&cuz=0.996&ctx=1.343&cty=0.352&ctz=2.275&a=1&b=0&dd=0


伊豆地方北部・箱根周辺等の土砂災害

地理院地図で見る自然災害伝承碑（土砂災害）の分布

この地域では，新しい火山性堆積物からなる斜面が多く，土砂災害が発生しやすいと言えます。特に伊豆
地方北部では，狩野川台風（1958年9月）で多数の土砂災害が発生しています。また，箱根火山では，大規模
な土砂災害が何度か発生しています。箱根周辺では，大正12（1923）年9月の大正関東地震（関東大震災）
や昭和5（1930）年11月の北伊豆地震に伴う土砂災害も発生しています。
同様に北海道の胆振地方においても，恵庭岳や樽前山といった活火山による火山性堆積物が地震によって

崩壊し土砂災害が発生しています。

豆相大震災殃死者霊位
災害名：北伊豆地震

（1930年11月26日）

関東大震災殉難碑
災害名：関東大震災

（1923年9月1日）

災害復興碑
災害名：狩野川台風

（1958年9月）
昭和36年梅雨前線豪雨

（1961年）

早雲山地すべり復旧工事
完成記念碑

災害名：土砂災害
（1953年7月26日）

平成30年北海道胆振東部地震
厚真町慰霊碑

災害名：平成30年北海道
胆振東部地震

（2018年9月6日）

平成30年北海道胆振東部地震
厚真川水系砂防事業竣工記念碑

災害名：平成30年北海道
胆振東部地震

（2018年9月6日）

（地理院地図）

（地理院地図）
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恵庭岳

https://maps.gsi.go.jp/#11/35.098002/139.036102/&base=std&ls=std%7Crelief%2C0.75%7Cdisaster_lore_1&blend=1&disp=111&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m
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